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対象と方法:北緯 70度に位置するノルウェーA1ta市(北緯 69度 56分、東経 23度22分)在住
の若年健常者09名21-54歳、男性 15名、女性4名)に対し、 2チャンネルホルタ一心電計(フクダ
電子社製 SM・28，)を用い心電図を連続 7日間記録した。地磁気は Alta市近郊の Tromso大学オー
ロラ天文台(北緯69度39分、東経 18度56分)で観察した全磁力、水平成分、鉛直成分、伏角、偏
角の 1分ごとの連続記録を用いた(研究1)。
次いで、最大強度約 30nT、周波数 0.0016Hzの人工的な超低周波 (ULF波)への連続曝露
(または擬似曝露)が心拍変動に及ぼす影響を検討した。磁気シールド・ルームの中に木製ベッド
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3. 2 長寿健診 LILAC研究
背景と目的:最近、高齢者では ADL機能が生命予後の重要な指標であることが報告され、血
圧変動と認知機能との関連が注目されている。そこで演者らは、地域在住の老年後期高齢者群(75
歳以上)を対象として、 LongitudinalInvestigation for Longevity and Aging in Hokkaido County 
(LILAC)研究を開始した。高齢者住民に生活スタイル・薬剤・介護予防等の介入を実施することに
より、認知機能と心拍変動、血圧変動、血管の硬さとの関連を調査した。
対象と方法 2000年7月より、北海道 U町(高齢化率 30%)における 75歳以上の地域住民 298
名を対象に毎年、血圧、BMI、ADL機能(Up& Go， Functional Reach， Button test)、認知機能
(MMSE， HDSR， Kohs)、心拍変動(SDNN，VLF，LF，HF， LF/HF， ApEn， Alpha)、容積脈波法による上
腕ー足首脈波速度(baPWV)、ABI、頚動脈内膜中膜厚(IMT)、上腕動脈血管抵抗(BAR)、心エコー







変動 VLF成分(<800，800・1000，>1000)の3つの指標を用いて、各々を 3，2， 1点で評価し、3つの
指標の合計スコアが4点以下を正常群、5・6点を軽度異常群、7点以上を異常群に分類した。
結果:





その相対リスクと 95%信頼区間は、各々、年齢(5歳:1.859， 1.008・3.427)、PWV(200cmls: 1.335， 
1.147・1.553)、MMSE(3点:0.684， 0.478・0.977)、HDSR(3点:0.653， 0.493幽0.864)であった。baPWV






























































































とカオスの相互補完的な局面が、基本的な circadiansystem physiologyの3番目の調和周期性(thethird harmonic、
すなわち8時間周期)/こ反映されているか否かは、現在の大きな主題である。
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